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純
美
礼
同
窓
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
益
々
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍

の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
平
素
は
母
校
の
教
育
活

動
に
格
別
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
校
の
教
育
活
動
の
後
援
団
体
は
、

保
護
者
と
教
師
の
会
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
）、
後

援
会
そ
し
て
同
窓
会
の
三
つ
で
あ
り
ま

す
。
な
か
で
も
、
在
校
生
に
と
っ
て
無

言
の
感
化
を
受
け
る
同
窓
会
が
、
会
員

相
互
の
親
睦
を
図
り
な
が
ら
後
輩
が
学

ぶ
母
校
の
支
援
体
制
づ
く
り
に
ご
尽
力

を
下
さ
る
こ
と
は
、
教
職
員
一
同
の
心

か
ら
の
願
い
で
あ
り
ま
す
。

　

幸
い
に
し
て
、
谷
正
美
新
会
長
は
じ

め
歴
代
会
長
・
同
窓
会
役
員
の
ご
尽
力

の
も
と
同
窓
会
総
会
が
十
一
月
一
日
に

盛
会
の
な
か
で
開
催
さ
れ
ま
す
と
と
も

に
、
更
な
る
同
窓
会
活
動
の
発
展
が
計

画
さ
れ
ま
す
こ
と
は
、
私
た
ち
教
職
員

の
期
待
に
着
実
に
応
え
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
衷
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
二
十
年
度
に
迎
え
た
創

立
九
十
周
年
を
節
目
と
し
た
学
園
の
男

女
共
学
化
も
、
平
成
二
十
一
年
度
在
校

生
四
百
五
十
六
名
中
男
子
生
徒
は

六
十
一
名
と
な
り
ま
し
た
。
入
学
し
た

男
子
生
徒
は
、
何
事
に
も
積
極
的
に
取

り
組
も
う
と
す
る
意
欲
に
満
ち
溢
れ
て

お
り
、
そ
の
存
在
は
学
園
に
活
気
と
多

く
の
希
望
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
野

球
ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
幾
つ
か
の
男
子
の

ク
ラ
ブ
も
創
部
し
て
く
れ
ま
し
た
。
女

子
高
校
と
し
て
の
長
い
歴
史
と
輝
く
伝

統
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
今
後
ま
す
ま

す
の
学
園
発
展
を
お
約
束
で
き
る
も
の

と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
私
た
ち

教
職
員
は
、
同
窓
生
の
皆
様
が
母
校
を

心
か
ら
誇
り
に
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
学
校
づ
く
り
に
今
後
も
鋭
意
努
力

す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
に
念
じ
、
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

青
空
に
飛
び
交
う
ト
ン
ボ
の
群
れ

に
、
秋
の
訪
れ
を
感
じ
る
頃
と
な
り
ま

し
た
。

　

会
員
の
皆
々
様
に
は
お
健
や
か
に
お

過
ご
し
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
去
る
五
月
三
十
日
同
窓
会
役

員
会
が
開
催
さ
れ
、
役
員
の
改
選
が
行

わ
れ
私
が
会
長
を
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
器
で
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
が
、
前
会
長
を
は
じ
め
、
学
校
の
諸

先
生
の
ご
支
援
を
仰
ぎ
、
会
員
の
皆
様

の
温
か
い
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
、
新

役
員
の
方
々
と
力
を
合
わ
せ
て
精
一
杯

努
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
ど
う
か
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
四
月
母
校
は
創
立
以
来
九
十
年

を
迎
え
、
男
女
共
学
と
な
り
、
校
名
も

「
滋
賀
短
期
大
学
附
属
高
等
学
校
」
と

な
り
ま
し
た
。
滋
賀
女
子
高
校
の
名
が

無
く
な
り
少
し
さ
み
し
い
気
持
ち
で
す

が
前
向
き
に
大
き
な
変
革
と
と
ら
え
て

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
創
設
者
中

野
冨
美
先
生
の
裁
縫
の
道
を
通
し
て
の

「
人
づ
く
り
」
や
「
自
立
の
精
神
」
の

教
え
は
時
代
が
い
か
に
変
わ
ろ
う
と

も
、
長
い
歴
史
を
経
て
今
な
お
我
母
校

の
教
育
目
標
に
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
ま

す
ま
す
の
ご
発
展
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
三
年
に
一
度
の
総
会
を
行
な

い
ま
す
。
会
報
に
ご
案
内
の
通
り｢

琵

琶
湖
ホ
テ
ル｣

に
於
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め

て
頂
け
れ
ば
う
れ
し
く
存
じ
ま
す
。

〔
新
役
員
〕

　

会　

長　

谷　
　

正
美
（
昭
41
年
卒
）

　

副
会
長　

鹿
島
美
代
子
（
昭
49
年
卒
）

　
　

〃　
　

大
西　

美
和
（
昭
57
年
卒
）

　
会
計
監
事　

萩
原　

豊
美
（
昭
42
年
卒
）

　
　

〃　
　

横
田　

妙
子
（
昭
42
年
卒
）

　

会　

計　

田
丸
貴
美
子

　
　
　
　
　

  （
事
務
職
員
昭
58
年
卒
）

　

庶　

務　

松
並　

義
照
（
教　

諭
）

　
　

〃　
　

浅
野　

依
子
（
講　

師
）
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純美礼同窓会

ご
挨
拶

同窓会長　谷　正美（昭和41年卒）

　

純
美
礼
同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
は
ご

健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
平
素
は
純
美
礼
同
窓
会
運
営
に
何

か
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

思
い
起
し
ま
す
と
、
三
年
に
一
回
の

総
会
を
開
催
す
る
に
当
り
、
同
窓
会
会

員
の
皆
さ
ま
か
ら
や
生
徒
の
皆
さ
ん
の

学
習
成
果
や
諸
先
生
か
ら
の
記
事
を
戴

き
、
第
二
十
二
回
号
の
「
す
み
れ
」
会

報
を
発
行
し
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

平
成
十
八
年
十
一
月
四
日
に
、
純
美

礼
同
窓
会
総
会
を
開
き
三
ヶ
年
の
活
動

報
告
を
し
出
席
者
の
方
々
に
、
近
況
報

告
を
し
て
い
た
だ
き
同
胞
ら
と
懐
か
し

い
思
い
出
に
花
を
咲
か
せ
、
楽
し
い
一

時
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　

滋
賀
女
子
高
等
学
校
か
ら
滋
賀
短
期

大
学
附
属
高
等
学
校
へ
と
変
り
、
男
女

共
学
制
と
な
り
同
窓
会
も
そ
れ
に
伴
っ

て
「
純
美
礼
同
窓
会
会
則
」
変
更
の
検

討
を
重
ね
実
施
の
運
び
と
な
り
ま
し

た
。
私
達
役
員
一
同
、
皆
様
方
か
ら
の

厚
い
ご
支
援
と
ご
厚
情
を
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
に
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
今
後
は
一
会
員
と
し
て
同
窓
会

の
発
展
に
陰
な
が
ら
応
援
さ
せ
て
い
た

だ
く
所
存
で
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
純
美
礼
同
窓
会
の
益
々
の
ご
発
展

と
会
員
の
皆
々
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

ご
挨
拶

　
　
　

前
会
長　

川
島
正
子

（
昭
和
35
年
卒
）

校　長　山田義和

ご
あ
い
さ
つ
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　三年に一度の純美礼同窓会を下記の日程で実施いたします。
是非ともお友達をお誘い合わせくださいまして、多数ご参加いた
だきますようご案内申し上げます。

申し込み方法　同封の振込み用紙にてお振込みください。
申し込み締め切り　10月６日（火曜日）

・会費の振込みの完了をもって申し込み受け付けとさせていただきます。
・総会の案内は改めて個別発送致しませんのでご了承ください。

と　き：平成21年11月1日（日）

ところ：琵琶湖ホテル（琵琶湖の間）
　　　　　（JR大津駅より徒歩約8分）

受　付：10時30分～11時
総　会：11時～11時30分
講　演：11時30分～　演題「輝く生き方とは」
　　　　講師　高嶋紀子（旧姓 中川）　昭和38年（専）卒業

※　当日欠席の場合は全額負担となりますのでご了承ください。

総 会 ご 案 内総 会 ご 案 内
懇親会：13時～
会　費：6,000円

滋賀女子高等学校 から！

滋賀短期大学附属高等学校 に！
（男女共学となりました）

　

校　
　

名

純
美
礼
同
窓
会
会
則
も
学
校
の
変
化

に
併
せ
、
新
会
則
が
平
成
二
十
年
六

月
二
十
一
日
よ
り
施
行
し
ま
し
た
。

　

会
則
が
変
わ
る

─
今
ま
で
大
変
ご
苦
労
頂
き
ま
し

た
常
任
幹
事
の
先
生
方
の
功
績
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
─

滋
賀
短
期
大
学
附
属
高
等
学
校
純
美
礼
同
窓
会
会
則

第 

１
条　

本
会
は
「
滋
賀
短
期
大
学
附
属
高
等
学
校
純
美
礼
同

窓
会
」
と
称
し
、
事
務
所
を
滋
賀
短
期
大
学
附
属
高
等
学
校

内
に
置
く
。

第 

２
条　

本
会
は
会
員
相
互
の
交
誼
を
厚
く
し
、
且
つ
母
校
の

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第 

３
条　

本
会
は
、
会
員
多
数
の
希
望
に
よ
り
、
地
域
・
職
域

等
の
支
部
を
設
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
場
合
は
、
支
部

名
称
、
所
在
地
お
よ
び
会
員
名
簿
を
本
会
に
届
け
る
も
の
と

す
る
。

第 

４
条　

本
会
は
第
２
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
事

業
を
行
う
。

　

⑴
会
員
相
互
の
親
睦
と
教
養
の
向
上

　

⑵
会
誌
、
会
報
の
発
行
並
び
に
会
員
名
簿
の
作
成
、
整
備

　

⑶
母
校
の
教
育
事
業
の
後
援

　

⑷
そ
の
他
、
本
会
の
目
的
達
成
に
必
要
な
諸
事
業

第 

５
条　

本
会
は
次
の
会
員
を
以
っ
て
組
織
す
る
。　
　
　
　

⑴ 

正
会
員　

大
津
裁
縫
速
進
教
授
所
、
大
津
裁
縫
女
学
校
、

大
津
高
等
裁
縫
女
学
校
、
滋
賀
高
等
女
子
実
業
学
校
、
大

津
家
庭
高
等
学
校
、
滋
賀
女
子
高
等
学
校
、
滋
賀
短
期
大

学
附
属
高
等
学
校
の
卒
業
生
。
た
だ
し
前
記
学
校
の
中
途

退
学
者
等
も
希
望
に
よ
り
、
役
員
会
の
承
認
を
経
て
会
員

に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

⑵
特
別
会
員　

前
記
学
校
の
現
・
旧
職
員

第 
６
条　

本
会
に
次
の
役
員
を
置
く
。

　

⑴
会　
　

長　

１　

名

　

⑵
副
会
長　

２　

名

　

⑶
年
度
幹
事　

各
年
度
若
干
名

　

⑷
会　
　

計　

１　

名

　

⑸
会
計
監
事　

２　

名

第 

７
条　

本
会
に
庶
務
を
お
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

⑴ 

庶
務
は
、
在
職
中
の
教
職
員
の
中
か
ら
校
長
の
推
薦
に
基

づ
き
会
長
が
委
嘱
す
る
。

　

⑵ 

庶
務
は
、
本
会
の
常
務
を
分
担
し
、
会
務
全
般
事
務
を
処

理
す
る
。

第 

８
条　

こ
の
会
に
名
誉
会
長
な
ら
び
に
顧
問
を
お
く
こ
と
が

で
き
る
。

　

⑴ 

名
誉
会
長
は
、
滋
賀
短
期
大
学
附
属
高
等
学
校
長
を
推
戴

す
る
。

　

⑵ 

顧
問
は
会
長
が
推
薦
し
役
員
会
の
承
認
を
得
て
会
長
が
委

嘱
す
る
。（
歴
代
校
長
等
）

　

⑶ 

名
誉
会
長
な
ら
び
に
顧
問
は
会
長
の
諮
問
に
応
じ
て
こ
の

会
の
運
営
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
９
条　

役
員
の
選
任　

役
員
の
選
任
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

⑴ 

会
長
、
副
会
長
、
会
計
及
び
会
計
監
事
は
、
正
会
員
の
中

か
ら
選
任
す
る
。

　

⑵
年
度
幹
事
は
、
各
卒
業
年
度
か
ら
選
任
す
る
。

第 

10
条　

役
員
の
任
期　

役
員
の
任
期
は
、
３
年
と
す
る
。
た

だ
し
重
任
は
妨
げ
な
い
。

　

２ 　

補
欠
の
た
め
選
任
さ
れ
た
役
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の

残
任
期
間
と
す
る
。

第
11
条　

役
員
の
職
務

　

役
員
の
職
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

⑴
会
長
は
本
会
を
代
表
し
、
会
務
を
総
理
す
る
。

　

⑵ 

副
会
長
は
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
に
事
故
あ
る
時
は
、
そ

の
職
務
を
代
行
す
る
。

　

⑶
会
長
並
び
に
副
会
長
は
、学
校
後
援
会
の
役
員
を
兼
務
す
る
。

　

⑷ 

年
度
幹
事
は
同
期
生
と
の
連
絡
を
密
に
し
、
本
会
と
の
連

絡
調
整
に
あ
た
る
。

　

⑸
会
計
は
本
会
の
会
計
事
務
を
処
理
す
る
。

　

⑹ 

会
計
監
事
は
本
会
の
会
計
事
務
を
監
査
し
、
総
会
に
報
告

す
る
。

第
12
条　

総
会

　

本
会
の
総
会
は
、
定
例
総
会
と
臨
時
総
会
と
す
る
。

　

２　

定
例
総
会
は
、
３
年
に
１
回
開
催
す
る
。

　

３　

臨
時
総
会
は
、会
長
が
必
要
と
認
め
た
場
合
に
開
催
す
る
。

第
13
条　

役
員
会

　

役
員
会
は
、
定
例
役
員
会
と
臨
時
役
員
会
と
す
る
。

　

２　

定
例
役
員
会
は
、
年
１
回
開
催
す
る
。

同
窓
会
報
告

同
窓
会
報
告

学
校
が
変
わ
り
ま
し
た
！

学
校
が
変
わ
り
ま
し
た
！

　

昭
和
三
十
八
年
本
校

専
攻
科
卒
業
、
関
西
外
国

語
大
学
卒
業
後
リ
ン
ガ

フ
ォ
ン
協
会
勤
務
、
ラ
ボ

教
育
セ
ン
タ
ー
専
任
講

師
を
経
て
、
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
の
ラ
イ
タ
ー
と
な
る
。

　

世
界
五
三
カ
国
、

一
三
九
都
市
を
廻
り
、
国

連
・
外
国
政
府
よ
り
プ
レ

ス
認
定
を
受
け
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
世
界
女
性
会
議
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
子
ど
も

買
春
禁
止
世
界
会
議
な

ど
多
く
の
国
際
会
議
を

取
材
。
子
育
て
・
義
母
の

介
護
な
ど
、
体
験
を
踏
ま

え
た
分
か
り
や
す
い
講

演
は
全
国
で
好
評
を
得

て
い
る
。

講
師
紹
介

　

会
則
が
変
わ
る
ま
で
は
、
卒
業
す
る

時
に
年
度
幹
事
は
、「
終
身
」
と
い
う

言
葉
が
つ
い
て
お
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
定
例
役
員
会
や
総
会
な
ど

に
出
席
し
て
下
さ
る
役
員
さ
ん
は
、
ほ

ぼ
き
ま
っ
て
お
り
、
役
員
と
し
て
の
気

持
ち
も
う
す
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
、
再
認
識
し
て
頂
く
為
に
、
三

年
に
一
度
、
年
度
幹
事
さ
ん
に
委
嘱
状

を
送
ら
せ
て
頂
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

委
　
嘱
　
状

　

３ 　

臨
時
役
員
会
は
、
会
長
が
必
要
と
認
め
た
場
合
に
開
催

す
る
。

　

４ 　

総
会
並
び
に
役
員
会
の
議
長
は
、
会
長
ま
た
は
会
長
が

指
名
し
た
者
と
す
る
。

第
14
条　

会
計
年
度

　

 

本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
4
月
１
日
に
始
ま
り
、
翌
年
３

月
31
日
に
終
わ
る
。

第�

15
条　

本
会
の
運
営
費
は
、
会
費
及
び
寄
付
金
を
以
っ
て
こ

れ
に
充
て
る
。
会
費
は
正
会
員
が
入
会
と
同
時
に
金
５
，

０
０
０
円
を
納
入
す
る
。

第�

16
条　

会
員
名
簿
及
び
会
誌
発
行
等
に
際
し
て
は
実
費
ま
た

は
そ
の
幾
分
か
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
17
条　

本
会
の
資
産
は
、
会
長
が
管
理
す
る
。

第�

18
条　

本
会
の
予
算
、
決
算
そ
の
他
重
要
な
事
項
は
、
役
員

会
に
お
い
て
決
議
し
、
会
報
に
掲
載
し
総
会
に
お
い
て
報
告

す
る
。

第�

19
条　

本
会
の
会
則
は
役
員
会
に
お
い
て
、
出
席
者
の
過
半

数
の
同
意
が
あ
れ
ば
改
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第�

20
条　

会
員
は
住
所
、
姓
名
そ
の
他
身
上
変
更
を
生
じ
た
時

は
、
す
み
や
か
に
本
人
ま
た
は
、
親
族
か
ら
本
会
に
報
告
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　

附　
　
　
　
　

則

１
．
本
会
則
は
昭
和
36
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
．
本
会
則
は
昭
和
56
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

３
．
本
会
則
は
平
成
11
年
７
月
３
日
か
ら
施
行
す
る
。

４
．
本
会
則
は
平
成
20
年
６
月
21
日
か
ら
施
行
す
る
。

高
嶋
紀
子
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純
美
礼
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
ご
健

勝
に
て
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
母
校
発
展
の
た
め
何
か
と

ご
支
援
を
賜
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
蔭
様
で
本
学
園
も
昨
年
創
立
九
十
周

年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
偏
に
卒
業
生
の
皆
様
は
じ
め
多
く
の

学
園
関
係
者
の
ご
支
援
の
お
蔭
と
改
め

て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
、
社
会
構
造
を
は
じ
め

時
代
も
大
き
く
変
貌
し
、
社
会
、
家
庭

に
お
け
る
男
女
の
役
割
や
生
き
方
が
多

様
化
し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
完
全

実
施
が
叫
ば
れ
、
そ
れ
に
伴
う
教
育
に

も
大
き
な
変
革
が
求
め
ら
れ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

本
学
園
は
、
創
設
来
九
十
年
と
い
う

長
き
に
わ
た
り
女
子
教
育
一
筋
に
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
社
会

の
要
請
に
応
え
る
た
め
、
今
日
ま
で
に

培
っ
た
実
学
教
育
の
実
績
を
踏
ま
え
、

創
設
者
の
教
育
理
念
の
も
と
社
会
に
貢

献
で
き
る
人
材
の
育
成
に
努
め
て
い
く

べ
く
、
さ
ら
な
る
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

丁
度
前
号
の
「
す
み
れ
」
二
十
二
号

が
発
行
さ
れ
た
平
成
十
八
年
度
後
期
よ

り
、
本
格
的
に
検
討
に
入
り
、
平
成

二
十
年
度
に
創
立
九
十
周
年
を
迎
え
る

の
を
一
つ
の
転
機
と
し
て
、
共
学
化
に

改
革
す
る
こ
と
と
し
た
次
第
で
す
。

　

皆
様
方
の
母
校
が
、
大
き
な
転
換
を

す
る
と
き
、
も
っ
と
早
く
に
皆
様
方
に

も
ご
意
見
を
伺
い
、
ま
た
ご
報
告
も
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ

の
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
今
日
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
こ
と
大
変
申
し

訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
幸
い
同
窓

会
役
員
の
皆
様
と
は
た
び
た
び
お
話
し

合
う
機
会
を
得
ま
し
て
、
学
園
の
方
針

な
ど
ご
理
解
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
、
予
定
通
り
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

昭
和
三
十
六
年
か
ら
四
十
七
年
間
、

慣
れ
親
し
ん
だ
「
滋
賀
女
子
」
の
校
名

か
ら
、
滋
賀
短
期
大
学
附
属
高
等
学
校

へ
と
校
名
も
新
た
に
、
生
ま
れ
変
わ
っ

た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
シ
ン
ボ
ル
の
校
章
、
校
旗
そ

し
て
校
歌
も
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
本
校
に
身
を
置
く
も
の
と
し

て
、
学
園
の
建
学
の
精
神
「
心
技
一
如
」

を
基
に
誇
る
べ
き
伝
統
は
守
り
な
が
ら

時
代
の
新
し
い
要
請
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
心
新
た
に
、
一
層
の
努
力
を
傾
注
し

て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

な
お
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上

げ
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。

理事長　松村文夫

学
園
創
立

　
九
十
周
年
を
迎
え

　
　
新
た
な
ス
タ
ー
ト

　
学
校
法
人
純
美
礼
学
園

滋賀短期大学附属高等学校校歌滋賀短期大学附属高等学校校歌

滋
賀
短
期
大
学
附
属
高
等
学
校

　
　
　
　

校
　
　
　
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
田　

紅　

作
詞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本
祥
路　

作
曲

一
、
あ
た
ら
し
い　

光
溢
れ
る　

琵
琶
の
湖う

み

　
　

朝
の
窓
辺
に　

夢
は
う
ま
れ
る

　
　

梢こ
ず
え

の
よ
う
に
健す

こ

や
か
に

　
　

友
よ
友
よ　

さ
あ
歩
き
出
そ
う

　
　

学
び
舎や

は
い
つ
も　

こ
こ
ろ
に
あ
り
て

　
　

は
げ
ま
す
力　

あ
あ
わ
れ
ら
の
母
校

二
、
さ
わ
や
か
な　

風
吹
き
わ
た
る　

比
良
比
叡

　
　

午
後
の
木
影
に　

夢
は
ふ
く
ら
む

　
　

未
来
は
少
し
怖こ

わ

い
け
れ
ど

　
　

友
よ
友
よ　

さ
あ
肩
を
組
も
う

　
　

学
び
舎
は
い
つ
も　

こ
こ
ろ
に
あ
り
て

　
　

な
ぐ
さ
め
る
力　

あ
あ
わ
れ
ら
の
母
校

三
、
ゆ
る
や
か
に　

波
う
ち
か
え
す　

古
都
大
津

　
　

緑
の
丘
に　

夢
は
は
ば
た
く

　
　

子
鮎
の
よ
う
に
し
な
や
か
に

　
　

友
よ
友
よ　

さ
あ
広
く
知
ろ
う

　
　

学
び
舎
は
い
つ
も　

こ
こ
ろ
に
あ
り
て

　
　

み
ま
も
る
力　

あ
あ
わ
れ
ら
の
母
校

永田　紅　作詞　
橋本祥路　作曲　

　
平
成
二
十
年
五
月
九
日
、
創
立
記

念
日
前
日
に
、
校
歌
銘
板
を
寄
贈
さ

せ
て
頂
き
、除
幕
式
を
行
い
ま
し
た
。

♬
　

作
曲　
　

橋は
し
も
と本 

祥し
ょ
う
じ路　

さ
ん

　

秋
田
県
出
身
。 

１
９
６
７
年
か

ら
本
格
的
な
作
曲
活
動
を
し
て
い

た
。
花は

な
お
か岡
恵め

ぐ
み

と
い
う
ペ 

ン
ネ
ー
ム

で
作
詞
も
行
っ
て
い
る
。
中
学
生

に
人
気
の
高
い
作
曲
家
で
あ
る
。

代
表
作
は
『
夢
の
世
界
を
』、『
遠

い
日
の
歌
』、『
時
の
旅
人
』
な
ど
。

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
の
『
翼
を
く
だ

さ
い
』
を
は
じ
め
、
多
く
の
作
品

を
合
唱
曲
に
編
曲
し
て
い
る
。

♪
　

作
詞　
　

永な
が
た田　

紅こ
う　

さ
ん

　

大
津
市
出
身
。
中
学
一
年
か
ら

短
歌
を
始
め
る
。 

１
９
９
７
年

『
第
一
歌
集
』
で
第
八
回
歌
壇
賞

を
受
賞
。
歌
集
『
日
輪
』
で

２
０
０
１
年
、
第
四
十
五
回
現
代

歌
人
協
会
賞
を
受
賞
。
現
在
、
京

都
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
博
士

課
程
在
学
中
で
あ
る
。
毎
日
歌
壇

選
者
の
河
野
裕
子
さ
ん
と
歌
人
・

永
田
和
宏
さ
ん
の
長
女
で
あ
る
。
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夢
を
人
形
に
託
し
て

夢
を
人
形
に
託
し
て

　
母
校
に
て
同
窓
会

岩
本
明
子
（
平
成
８
年
卒
）

　

先
日
、
西
井
恵
子
先
生
が
退
職
を
さ

れ
、
平
成
八
年
度
の
卒
業
生
有
志
が
集

ま
り
同
窓
会
を
行
い
ま
し
た
。
同
窓
会

は
学
校
の
食
堂
を
借
り
て
行
う
事
に
な

り
、
卒
業
以
来
の
母
校
訪
問
に
な
り
ま

す
。
大
津
駅
か
ら
学
校
ま
で
の
あ
の
坂

を
上
が
る
と
学
生
時
代
が
徐
々
に
思
い

出
さ
れ
ま
す
。
卒
業
し
て
か
ら
十
三
年

経
っ
て
お
り
、
結
婚
し
て
子
供
が
い
る

人
も
い
ま
し
た
が
、
話
が
盛
り
上
が
る

内
に
学
生
当
時
に
戻
り
、
会
話
に
花
が

咲
き
ま
し
た
。
私
た
ち
の
近
況
、
当
時

の
課
題
の
話
、
現
在
の
学
生
の
話
な
ど

な
ど
、
話
が
尽
き
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
同
窓
会
を
学
校
で
行
っ
た
と

い
う
事
も
あ
り
、
同
窓
会
か
ら
ケ
ー
キ

と
ジ
ュ
ー
ス
の
差
し
入
れ
が
あ
り
、
皆

で
お
い
し
く
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
先

生
に
学
校
の
案
内
を
し
て
頂
き
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
想
い
出
話
が

数
多
く
あ
り
、
四
、五
時
間
が
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
て
同
窓
会
は
楽
し
く
終

了
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
十
三
年
前
と

変
わ
ら
な
い
、
西
井
恵
子
先
生
。
お
疲

れ
様
で
し
た
。
今
日
の
私
た
ち
が
あ
る

の
は
先
生
の
お
か
げ
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
お
元
気
で
、
若
々
し
く
い
て
下
さ
い
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
（
練
習
試
合
に
来
て
い
た
学
生
さ
ん

に
写
真
を
撮
っ
て
頂
き
ま
し
た
）

結
婚
し
た
ん
よ
と
話
し
て
い
た
ら
、
じ

い
じ
い
と
結
婚
し
て
僕
ら
が
生
ま
れ

た
ん
や
!!
良
か
っ
た
!!
と
云
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
孫
た
ち
三
人
の
楽
し
そ
う

に
遊
ん
で
い
る
様
子
や
ゲ
ー
ム
機
や

携
帯
電
話
を
持
た
せ
、
古
今
の
組
み
合

わ
せ
を
楽
し
み
な
が
ら
人
形
を
作
り

始
め
て
十
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
特
に
人

形
の
着
物
に
は
こ
だ
わ
り
、
落
ち
つ
い

た
色
合
い
の
更
紗
や
、
や
わ
ら
か
な
風

合
い
の
縮
緬
を
布
選
び
に
は
こ
だ

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

時
代
の
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー

を
楽
し
み
こ
れ
か
ら
も
作
り

続
け
て
行
き
ま
す
。
人
形
の

着
物
や
縮
緬
細
工
を
す
る
こ

と
が
出
来
る
の
も
先
生
方
の

お
陰
と
感
謝
致
し
て
居
り
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
は
人
形
た
ち
が

私
の
夢
に
向
か
っ
て
羽
ば
た

い
て
く
れ
た
ら
と
願
っ
て
居

り
ま
す
。

伊
藤
彰
子
（
旧
姓
前
田　

昭
和
34
年
卒
）

　

学
び
舎
を
巣
立
っ
て
早
や
半
世
紀
。

専
攻
科
の
文
化
祭
に
打
ち
掛
け
を
苦

労
し
て
仕
上
げ
展
示
し
て
頂
い
た
事

や
ス
ー
ツ
の
襟
が
出
来
ず
先
生
に
迷

惑
か
け
た
事
な
ど
懐
か
し
く
思
い
出

し
て
い
ま
す
。

　

先
日
母
校
の
前
を
孫
と
歩
い
て
い

て
こ
の
学
校
卒
業
し
て
お
見
合
い
で

　「
今
の
自
分
が

　
　
　
　
あ
る
の
は
」

岡
田
良
菜
（
平
成
21
年
卒
）

　

小
学
二
年
の
時
か
ら
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
を
始
め
十
年
経
ち
ま
し
た
。
初
め
て

の
頃
は
ま
だ
小
さ
く
て
何
も
感
じ
て

な
か
っ
た
け
ど
楽
し
さ
が
分
か
り
出

し
た
時
に
は
「
プ
ロ
」
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
中
学
に
入
る
と
本

格
的
に
や
り
だ
し
て
、
部
活
や
学
校
を

休
む
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
内
心

休
ん
だ
り
す
る
と
、
授
業
に
も
遅
れ
る

し
、
友
達
も
減
る
か
も
と
不
安
な
こ
と

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
そ
れ
と
は
逆

に
先
生
も
友
達
も
応
援
し
て
く
れ
て

自
分
は
凄
く
幸
せ
者
な
こ
と
に
気
付

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
絶
対
に
応
援
に

答
え
た
い
と
思
い
気
合
い
を
入
れ
て

練
習
を
し
て
い
た
中
二
の
春
に
肩
の

怪
我
を
し
、
初
め
て
手
術
を
し
ま
し

た
。
全
治
三
ヵ
月
も
か
か
る
大
怪
我
の

ダ
メ
ー
ジ
は
大
き
く
て
一
気
に
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
が
恐
く
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
完
治
し
て
久
々
に
滑
る
と
、
と
て

も
楽
し
く
て
ま
た
練
習
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
そ
し
て
二
〇
〇
七
年
に
プ
ロ

資
格
を
獲
得
し
、
そ
の
年
に
初
め
て
日

本
代
表
選
手
と
し
て
ス
イ
ス
の
世
界

選
手
権
に
出
場
し
ま
し
た
。
結
果
は
予

選
落
ち
で
し
た
が
初
め
て
世
界
の

ト
ッ
プ
選
手
を
間
近
で
見
て
、
新
た
な

目
標
が
で
き
ま
し
た
。
今
の
目
標
は
世

界
一
に
な
る
こ
と
で
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
出
場
し
て
金
メ
ダ
ル
を
獲
る
こ

と
で
す
。
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
が

今
ま
で
頑
張
れ
て
る
の
は
両
親
・
応
援

し
て
く
れ
て
る
方
々
の
お
陰
で
す
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
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海
外
研
修
旅
行
の

　
　
　
　思
い
出

恋
の
か
ら
騒
ぎ

恋
の
か
ら
騒
ぎ

恋
の
か
ら
騒
ぎ

岑み
ね　

知
子
（
平
成
８
年
卒
）

　

私
が
高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
十
三
年

が
経
ち
ま
す
。
友
人
の
多
く
が
結
婚
を

し
、
現
在
は
母
親
と
し
て
輝
い
て
い
ま

す
。

　

私
は
…
卒
業
後
、
池
坊
短
大
に
進
学

し
、
そ
の
後
歯
科
衛
生
士
に
な
る
為
に

専
門
学
校
に
二
年
間
通
い
ま
し
た
。
そ

し
て
現
在
、
医
療
従
事
者
と
し
て
十
年

目
を
迎
え
ま
す
。

　

私
が
〝
恋
の
か
ら
騒
ぎ
〟
と
い
う
番

組
に
出
演
し
た
き
っ
か
け
は
職
場
の
ス

タ
ッ
フ
か
ら
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
依
頼

を
受
け
た
こ
と
で
し
た
。
そ
の
方
の
知

り
合
い
が
明
石
家
さ
ん
ま
さ
ん
の
出
演

す
る
番
組
の
ほ
と
ん
ど
を
手
が
け
る
名

構
成
作
家
で
「
面
白
い
女
の
子
を
探
し

て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

人
生
の
思
い
出
に
、
と
思
い
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受
け
て
み
る
と
何
故
か

分
か
ら
な
い
け
れ
ど
受
か
っ
て
し
ま
っ

た
、
と
い
う
の
が
感
想
で
す
。

　

収
録
日
に
は
毎
回
早
退
を
し
、
急
い

で
新
幹
線
に
乗
っ
て
東
京
に
向
か
っ
て

い
ま
し
た
。
年
間
一
〇
〇
人
が
在
籍
す

る
中
、
結
局
一
年
近
く
出
演
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
院
長
や
職
場
の
ス
タ
ッ
フ

の
理
解
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
通
え
続
け

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

毎
回
有
名
人
に
会
え
た
こ
と
も
嬉
し

か
っ
た
で
す
が
、
一
番
得
た
も
の
は
友

人
達
で
す
。
関
西
以
外
の
友
人
が
で
き

た
事
で
沢
山
の
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
自
分
の
個
性
を
生
か
し
な
が

ら
色
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

同
窓
会
定
例
役
員
会
に

　
　
　
　
　
参
加
し
て

仲
川
早
希
子
（
平
成
16
年
卒
）

　

初
め
に
、
役
員
会
の
席
で
は
色
々
と

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
懐
か
し
い
母

校
へ
ま
た
伺
う
事
が
で
き
、
と
て
も
嬉

し
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
久
し
ぶ
り
に

昇
っ
た
学
校
ま
で
の
坂
道
の
き
つ
さ
に

改
め
て
驚
き
ま
し
た
。
ほ
ん
の
六
年
前

は
私
も
こ
の
坂
を
昇
っ
て
学
校
に
通
っ

て
い
た
の
だ
な
と
思
う
と
感
慨
深
い
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。
今
は
制
服
も
新
し

く
な
っ
て
男
子
学
生
さ
ん
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
伺
い
、
う
ら
や
ま
し
く
思
い

ま
し
た
。
私
も
も
う
あ
と
六
年
遅
く
生

ま
れ
て
い
た
ら
、
あ
の
可
愛
い
制
服
を

着
て
共
学
に
な
っ
た
純
美
礼
学
園
を
楽

し
め
た
ん
だ
ろ
う
な
な
ん
て
思
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
私
の
時
代
も
そ
れ
相

応
に
良
い
所
が
あ
っ
た
と
思
い
出
さ
れ

ま
す
。
あ
の
当
時
は
毎
日
が
た
だ
た
だ

同
じ
事
の
繰
り
返
し
で
坂
を
昇
る
の
も

し
ん
ど
か
っ
た
よ
う
に
思
え
た
の
で
す

が
、
今
思
え
ば
ド
レ
ス
・
メ
ー
キ
ン
グ

で
培
っ
た
裁
縫
の
技
術
が
無
か
っ
た

ら
、
好
き
な
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
衣
装
を
自
分
で
縫
う
な
ん
て
で
き
な

か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
え
ま
す
。
今
私
は

多
く
の
方
々
の
支
え
で
調
理
師
免
許
を

取
り
、
大
津
給
食
セ
ン
タ
ー
さ
ん
に
務

め
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま

だ
分
か
ら
な
い
事
だ
ら
け
で
大
変
で
す

が
、
日
々
感
謝
の
心
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
こ
れ
か
ら
を
生
き
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
拙
い
文
章
で
す
が
こ
こ
で
締

め
括
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。
こ
の
度
は
誠

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

学
年
主
任　

北
原　

聡

　

高
校
時
代
の
最
大
の
思
い
出
に
な
る

海
外
研
修
旅
行
で
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

（
ケ
ア
ン
ズ
）」
に
昨
年
度
行
き
ま
し
た
。

本
校
が
ケ
ア
ン
ズ
へ
の
研
修
を
始
め
て

以
来
３
回
目
と
な
り
、
先
輩
た
ち
の
お

土
産
話
な
ど
か
ら
、
生
徒
は
と
て
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

５
日
間
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
研
修

も
観
光
も
全
て
計
画
通
り
に
進
み
ま
し

た
。
特
筆
す
べ
き
点
は
、
現
地
の
Ｔ
Ａ

Ｓ
高
校
と
の
交
流
で
す
。
共
に
ダ
ン
ス

や
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
り
、
折
り
紙
や
浴

衣
を
着
た
り
す
る
中
で
、
英
語
学
習
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
向
上
の
必

要
性
を
改
め
て
感
じ
た
生
徒
が
多
か
っ

た
こ
と
で
す
。
ま
た
、
現
地
住
民
の
生

活
体
験
で
は
異
文
化
を
肌
で
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
世
界
遺
産
で
知
ら

れ
る
グ
リ
ー
ン
島
で
の
活
動
は
、
自
然

保
護
や
環
境
保
護
の
重
要
性
を
実
感
す

る
こ
と
が
で
き
、
環
境
問
題
を
世
界
が

ひ
と
つ
に
な
っ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
貴
重

な
体
験
に
生
徒
達
は
心
身
と
も
に
、
大

き
く
成
長
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

こ
の
海
外
研
修
を
経
験
し
た
こ
と

で
、
英
語
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生
に
対
し
、

積
極
的
に
英
語
で
話
し
か
け
た
り
、
海

外
留
学
に
関
心
を
も
っ
た
り
す
る
生
徒

が
増
え
た
こ
と
は
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

　

今
年
度
か
ら
海
外
研
修
は
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
・
マ
レ
ー
シ
ア
方
面
に
行
き
先

を
変
え
ま
す
が
、
外
国
の
人
々
と
の
交

流
や
そ
の
国
の
生
活
様
式
を
実
際
に
見

る
こ
と
で
、
生
徒
達
の
視
野
は
広
が
り
、

今
後
の
自
己
形
成
・
自
己
実
現
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

生
徒
た
ち
が
国
際
社
会
に
生
き
る
社
会

人
と
し
て
立
派
に
成
長
で
き
ま
す
よ

う
、
こ
う
し
た
体
験
学
習
を
充
実
で
き

ま
す
よ
う
、
今
後
と
も
同
窓
生
の
皆
さ

ん
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
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春季総体 県民体育大会 秋季総体 近畿大会 全国大会
バスケットボール 優勝 優勝 優勝 出場 出場
ソフトボール 第3位 第3位 ベスト4 出場
バドミントン 優勝 優勝 優勝 出場 出場
バレーボール 第3位 第3位 準優勝 出場
体操 第2位 個人3位 個人6位 出場 出場
陸上 出場 出場 出場
ソフトテニス 出場 出場 出場
水泳 出場
新体操 個人優勝 個人優勝 第9位

スノーボード
　ハーフパイプ　岡田　良菜　世界選手権をはじめ多くの国際大会に出場
吹　奏　楽　　　県高校総合文化祭　吹奏楽祭　県吹奏楽コンクール　出場
軽　音　楽　　　スニーカーエイジ　出場

●18年度

春季総体 県民体育大会 秋季総体 近畿大会 全国大会
バスケットボール 優勝 優勝 優勝 出場 出場
ソフトボール 第3位 第2位 ベスト8
バドミントン 優勝 優勝 優勝 出場 出場
バレーボール 第3位 ベスト8 第3位 出場
体操 個人出場 個人出場 個人出場 個人出場 個人出場
陸上 出場 出場 出場
ソフトテニス 出場 出場 ベスト16

スノーボード
　ハーフパイプ　岡田　良菜　世界選手権をはじめ多くの国際大会に出場
吹　奏　楽　　　県高校総合文化祭　吹奏楽祭　県吹奏楽コンクール　出場
軽　音　楽　　　スニーカーエイジ　出場　

●19年度

春季総体 県民体育大会 秋季総体 近畿大会 全国大会
バスケットボール 優勝 優勝 優勝 出場 出場
ソフトボール ベスト8 第3位 ベスト8
バドミントン 優勝 優勝 優勝 出場 出場
バレーボール 第3位 第3位 第3位 出場
体操 個人出場 個人出場 個人出場 出場
陸上 出場 出場 出場
ソフトテニス 出場 出場 出場

スノーボード
　ハーフパイプ　岡田　良菜　世界選手権をはじめ多くの国際大会に出場
吹　奏　楽　　　県高校総合文化祭　吹奏楽祭　県吹奏楽コンクール　出場
軽　音　楽　　　スニーカーエイジ　出場
家庭クラブ　　　ケーキコンテスト・乳製品料理コンテスト　参加

●20年度

バドミントン ダブルス…優勝　山中・本郷ゆ組　インターハイ出場
　　　　　３位　本郷か・木村組
　　　　　ベスト８　西本・宇野組　國友・長谷組
シングルス…優勝　本郷由貴　インターハイ出場
　　　　　　２位　山中千里　インターハイ出場
　　　　　　ベスト８　木村友都　西本江莉加
女子団体優勝（４年連続22回目）　インターハイ出場

卓球 女子シングルス　平川由依　二回戦

バスケットボール 女子　優勝（４年連続９回目）　
近畿大会・インターハイ出場

バレーボール 女子　第３位　近畿大会出場

ソフトボール 女子　第３位　近畿大会出場

剣道 男子　加藤健太　三回戦
女子　伊藤真雪　四回戦

体操 女子個人総合　11位　楠元伽奈　近畿大会出場 陸上 女子100M　萩塚千鶴　14秒31

ソフトテニス 男子団体　一回戦　個人　片木・植西　二回戦
女子団体　二回戦

平成21年度春季高校総合体育大会

体育クラブ・文化クラブ活動報告体育クラブ・文化クラブ活動報告体育クラブ・文化クラブ活動報告
2009/6/26　生活指導課

全国高校野球選手権大会　県予選　野球部初出場
（一回戦　信楽高校に15−５でコールド勝ち）
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学
習
成
果
の
発
表
会
を
終
え
て

家
庭
科　

名
倉
千
栄
子

　

同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら

多
大
な
御
支
援
を
賜
り
ま
し
て
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
校
創
設
以
来
の
裁
縫
技
術
を

受
け
継
い
で
き
た
生
活
創
造
科
の
近
況

を
、
平
成
二
十
年
度
の
学
習
成
果
の
発
表

会
を
中
心
に
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
二
月
十
八
日
、
栗
東
市

の
芸
術
会
館
「
さ
き
ら
」
に
て
発
表
会
が

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
発
表
会
は
、
以
前

は
先
輩
の
先
生
方
の
御
尽
力
の
も
と
生

活
創
造
科
の
行
事
と
し
て
立
ち
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
生
徒
数
が

減
少
し
た
数
年
前
か
ら
生
活
創
造
科
も

普
通
科
も
共
に
認
め
合
う
場
に
し
よ
う

と
、
学
校
行
事
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は
二
年
生
の
浴
衣

シ
ョ
ー
で
し
た
。
二
名
の
生
徒
に
よ
る
琴

の
演
奏
を
バ
ッ
ク
に
色
と
り
ど
り
の
浴

衣
を
着
た
三
十
五
名
が
勢
ぞ
ろ
い
し
、
最

後
に
滋
賀
短
期
大
学
附
属
高
等
学
校
の

新
し
い
校
歌
を
合
唱
し
ま
し
た
。
一
年
生

は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
刺
繍
を
し
た
割
ぽ
う
着

を
製
作
し
、
そ
れ
を
着
て
一
人
ず
つ
撮
っ

た
か
わ
い
い
写
真
を
展
示
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
最
後
の
ス
テ
ー
ジ
は
な
ん
と
言
っ

て
も
見
ご
た
え
の
あ
る
三
年
生
の
発
表

で
す
。
Ｄ
Ｍ
類
型
は
、
六
名
の
生
徒
が
素

晴
ら
し
い
ド
レ
ス
を
二
着
ず
つ
製
作
し
、

オ
シ
ャ
レ
な
音
楽
を
バ
ッ
ク
に
見
事
な

シ
ョ
ー
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
食

文
化
類
型
二
十
八
名
は
、
計
二
百
数
十
品

目
も
の
調
理
実
習
の
中
か
ら
代
表
的
な

も
の
に
つ
い
て
、
食
材
・
調
理
法
を
中
心

に
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
紹
介
し
ま
し
た
。

食
品
に
つ
い
て
の
ク
イ
ズ
で
は
、
観
客
席

と
一
体
と
な
っ
て
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る

な
ど
、
素
晴
ら
し
い
内
容
と
工
夫
が
凝
ら

し
て
あ
り
ま
し
た
。
一
方
、
Ｊ
Ｓ
類
型
五

名
は
、
あ
で
や
か
な
振
袖
や
訪
問
着
を
着

て
、
帯
結
び
の
名
称
、
製
作
中
の
苦
労

や
喜
び
を
紹
介
し
、
最
後
は
客
席
に
降

り
て
拍
手
喝
采
の
う
ち
に
終
了
致
し
ま

し
た
。
特
に
、
一
・
二
年
生
の
生
活
創
造

科
の
生
徒
は
先
輩
の
見
事
な
作
品
に
新

た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
っ
た
よ
う
で
、

目
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
年
度
か
ら
は
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
が
大
き
く
変
わ
り
、
発
表
内
容
も

大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
来
年
度
か
ら
は
、
本
科

も
共
学
の
「
人
間
総
合
科
」
と
し
て
新

し
く
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
社
会
全
体
が
男
女
共
同
参
画
社
会

を
目
指
す
中
、
家
庭
科
の
専
門
学
科
と

し
て
新
し
い
道
を
模
索
し
て
い
ま
す
。
一

抹
の
寂
し
さ
を
感
じ
ま
す
が
、
創
設
者

中
野
冨
美
先
生
の
建
学
の
精
神
を
忘
れ

る
こ
と
な
く
、
新
し
い
家
庭
科
学
科
創

造
に
向
け
て
努
力
し
て
参
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
変
わ
ら
ぬ
御
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
米
国
の
大
不

況
か
ら
世
界
経
済
は
大

恐
慌
に
陥
り
、
日
本
も

も
ろ
に
そ
の
影
響
を
受

け
、
派
遣
切
り
や
雇
い

止
め
が
全
国
的
に
起
き

ま
し
た
。
そ
の
為
求
人

数
が
求
職
者
数
に
満
た

な
い
県
が
18
出
て
深
刻

な
就
職
戦
線
と
な
り
ま

し
た
。
最
近
政
府
は
景

気
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ

る
と
発
表
し
ま
し
た

が
、
今
年
の
本
校
へ
の

求
人
件
数
は
102
で
昨
年

の
半
分
と
言
う
状
況
で

す
。
就
職
希
望
者
の
全
員
が
内
定
で
き

る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　

さ
て
本
校
は
昨
年
か
ら
共
学
化
を
推

進
し
い
よ
い
よ
来
年
に
は
全
コ
ー
ス
が

共
学
と
な
り
、
就
職
先
、
進
学
先
は
大

き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
進
路

指
導
課
で
は
男
子
生
徒
の
進
路
を
開
拓

す
る
為
今
ま
で
以
上
に
企
業
や
大
学
へ

足
を
運
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
て
、
進
学
に
つ
い
て
は
少
子
化
で

大
学
・
短
大
の
受
験
生
が
減
少
し
て
い

る
一
方
、
進
学
率
は
54.3
％
（
平
成
20
年

3
月
）
と
戦
後
最
高
と
な
り
、セ
ン
タ
ー

試
験
の
受
験
者
数
は
20
年
・
21
年
は
約

50
万
５
千
人
で
18
年
以
降
高
め
で
推
移

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
国
公
立
大
学

へ
の
受
験
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

で
す
。
ま
た
、
私
立
大
学
・
短
期
大
学

は
い
わ
ゆ
る
２
極
化
が
進
行
し
、
つ
ま

り
有
名
な
こ
と
や
就
職
に
強
い
大
学
・

短
期
大
学
が
生
徒
を
多
く
集
め
、
こ
の

２
極
化
に
対
応
出
来
な
か
っ
た
大
学
・

短
期
大
学
は
廃
校
へ
と
追
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
私
立
大
学
・
短
期
大
学

へ
の
受
験
も
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
最
近
の
高
校
生
の
進

路
環
境
・
進
路
状
況
は
今
ま
で
に
な
い

勢
い
で
変
化
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中

で
大
切
な
こ
と
は
、
一
年
次
か
ら
日
々

ま
じ
め
に
学
習
し
、
本
校
が
実
施
し
て

い
る
進
路
マ
ッ
プ
で
各
教
科
の
学
力
を

知
り
、
自
ら

の
進
路
目
標

を
定
め
、
そ

し
て
そ
の
目

標
を
目
指
し

て
確
か
な
学

力
を
身
に
つ

け
る
こ
と
で

す
。
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平成20年度
進路決定状況

大学
短大
専修各種学校
就職
その他

（人）

　近年の進路環境と
　　　　本校生の進路実績

進路指導課主任　青地　純男
４年制大学
滋賀大学 びわこ成蹊スポーツ大学
同志社女子大学 立命館大学
佛教大学 大谷大学
京都産業大学 龍谷大学
京都女子大学 京都文教大学
京都橘大学 京都光華女子大学
京都精華大学 京都外国語大学
京都ノートルダム女子大学 関西外国語大学
関西大学 追手門学院大学
関西学院大学 甲南女子大学

その他23大学

短期大学
滋賀短期大学 びわこ学院大学短大部
龍谷大学短期大学部 大谷大学短期大学部
京都外国語大学短期大学部 華頂短期大学
聖母女学院短期大学 京都光華女子大学短期大学部
京都文教短期大学 関西外国語大学短期大学部
梅花女子大学短期大学部

その他5短大

専門学校
近江八幡市立看護専門学校 京都府医師会看護専門学校
洛和会看護専門学校 堅田看護専門学校

その他35専門学校

過去３年間の進路実績

「
変
化
と
飛
躍
」

滋
賀
短
期
大
学
附
属
高
等
学
校

募
集
企
画
課　

川
端　

一
平

　

平
成
二
十
二
度
か
ら
は
全
コ
ー
ス
完
全

共
学
と
し
て
生
徒
募
集
を
行
い
、
男
女
共

学
化
の
節
目
の
年
に
な
り
ま
す
。
家
庭
科

の
専
門
学
科
で
あ
る
生
活
創
造
科
は
人
間

総
合
科
と
科
名
を
変
更
し
、
男
子
生
徒
を

迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
生
活
的
自
立

に
必
要
な
知
識
や
技
能
を
身
に
つ
け
る
た

め
に
、
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
類
型
と
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
類
型
を
準
備
し
て
い
ま

す
。

　

創
立
九
十
周
年
の
平
成
二
十
年
四
月
に

初
め
て
の
男
子
生
徒
十
二
名
を
迎
え
、
生

徒
も
職
員
も
緊
張
し
新
た
な
出
発
を
実
感

し
ま
し
た
。
二
年
前
の
平
成
十
八
年
に
男

女
共
学
化
と
校
名
変
更
を
発
表
す
る
ま
で

に
指
導
体
制
や
学
校
行
事
を
は
じ
め
施
設

設
備
な
ど
の
混
乱
を
招
か
な
い
よ
う
に
、

徐
々
に
慎
重
に
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

二
年
目
の
今
年
度
は
、
普
通
科
の
特
別

進
学
コ
ー
ス
は
男
女
別
で
募
集
し
、
総
合

進
学
コ
ー
ス
は
男
女
ミ
ッ
ク
ス
ク
ラ
ス
と

し
て
募
集
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の

四
月
に
男
子
生
徒
五
十
一
名
を
迎
え
、
わ

ず
か
二
年
で
か
つ
て
の
女
子
高
校
の
イ

メ
ー
ジ
は
払
拭
さ
れ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
毎
日
の
授
業
を
は
じ
め
学
校
行
事
・

ク
ラ
ブ
活
動
に
今
ま
で
に
な
い
活
気
が
育

ち
は
じ
め
、
滋
賀
短
期
大
学
附
属
高
校
の

歴
史
が
確
実
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
は
さ
ら
な
る
飛
躍
が
望
ま
れ
る

と
と
も
に
、
共
学
化
の
完
成
年
度
に
な
り
、

志
願
者
や
入
学
者
の
増
加
に
つ
な
が
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
四
年

制
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
新
た
な
進
路
の

開
拓
と
、
今
年
度
創
設
さ
れ
た
硬
式
野
球

部
や
伝
統
的
に
活
躍
す
る
女
子
ク
ラ
ブ
な

ど
、
学
習
と
ク
ラ
ブ
の
両
立
を
め
ざ
し
て

発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

同
窓
会
会
員
の
み
な
さ
ま
に
は
、
共
学

化
し
た
母
校
「
滋
賀
短
期
大
学
附
属
高
校
」

の
姿
を
是
非
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
一
人
で
も
多
く
の
志
願

者
を
ご
紹
介
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

平成22年度生徒募集の概要と学校説明会日程
普通科　　　Ⅱ類 80名（男女）
　　　　　　Ⅰ類 120名（男女）
人間総合科 80名（男女）
出願期間　　平成22年１月15日（金）〜１月21日（木）
入学試験　　平成22年２月２日（火）
　　　　　　　専願併願とも５教科学力検査
　　　　　　平成22年２月３日（水）
　　　　　　　専願面接検査
合格発表　　平成22年２月８日（月）
学校説明会 　９月26日（土）、11月８日（日）、
　　　　　　11月28日（土）、12月12日（土）
　　　　　　 いずれも午前10時から正午、
　　　　　　滋賀短期大学附属高校にて
 　詳細・資料請求は募集企画課
　　　　　　（直通電話 077-522-3476)まで



8

23号純 美 礼純 美 礼 平成 21年９月 15日

平
成
十
八
年
度

　
（
退
職
者
）

　
　

野
口　

文
子

　
　

國
松　

昭
子

　
　

山
下　

孝
彦

　
（
異
動
）

　
　

田
丸
貴
美
子
（
法
人
本
部
か
ら
）

　
　

中
澤
奈
緒
美
（
滋
賀
短
期
大
学
か
ら
）

　
　

松
田　

美
枝
（
滋
賀
短
期
大
学
へ
）

平
成
十
九
年
度

　
（
退
職
者
）

　
　

山
中　
　

修

　
　

井
上　

英
子

　
　

佐
橋
冨
美
子

　
　

平
子　

洋
子

　
（
異
動
）

　
　

森
田　

一
雄
（
滋
賀
短
期
大
学
へ
）

　
　

山
本
真
砂
子
（
滋
賀
短
期
大
学
へ
）

　
（
新
任
）

　
　

中
野　

英
樹
（
事
務
室
）

平
成
二
十
年
度

　
（
退
職
者
）

　
　

西
井　

恵
子

　
　

森
岡　

啓
子

職

員

異

動

職

員

異

動

初めて
同窓会が文化祭に参加しました！初めて
同窓会が文化祭に参加しました！初めて
同窓会が文化祭に参加しました！

　
イ
ケ
メ
ン
先
生
や
生
徒
代
表
の
男

性
陣
が
ゆ
か
た
を
着
て
、
校
内
を
ね

り
歩
い
て
下
さ
い
ま
し
た
。
時
間
が

な
か
っ
た
の
で
、
多
く
の
生
徒
さ
ん

に
着
て
頂
く
事
は
で
き
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
ゆ
か
た
を
着
て
く
れ
た
生

徒
さ
ん
か
ら
は
、「
ど
こ
で
や
っ
て

ん
の
」「
行
き
た
い
け
ど
時
間
が
な

い
わ
」
な
ど
と
い
う
声
！
そ
し
て

先
生
達
か
ら
は
、
日
本
人
と
し
て
自

覚
の
再
認
識
が
で
き
良
か
っ
た
、
着

せ
て
頂
け
て
る
の
は
今
日
だ
け
で
す

か
？
ゆ
か
た
は
も
っ
と
暑
い
と
思
っ

た
け
ど
、
涼
し
か
っ
た
で
す
。
生
徒

か
ら
も
評
判
良
く
気
持
ち
良
か
っ
た

で
す
と
言
う
声
が
き
け
ま
し
た
。
来

年
も
あ
れ
ば
着
た
い
で
す
と
話
も
し

て
頂
け
ま
し
た
。

編
　
集
　
後
　
記

　

初
陣
の
高
校
野
球
滋
賀
大
会
、
一

回
戦
を
突
破
し
、
二
回
戦
に
進
ん
だ

本
校
の
応
援
に
、
会
長
他
数
名
が
皇

子
山
球
場
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

一
年
生
チ
ー
ム
で
精
一
杯
頑
張
っ

た
球
児
と
声
を
か
ら
し
て
応
援
し
た

ス
タ
ン
ド
が
一
つ
に
な
っ
て
盛
り
上

が
っ
た
一
日
で
し
た
。

平成18年度 収　入 支　出
繰越金 9,021,848
入会金 655,000
その他の収入 1,285,921
役員会費 0
会議費 46,333
通信費 1,420,667
印刷費 617,703
業務委託費 244,351
消耗品費 590
その他 48,795
予備費 377,400
次年度繰越金 8,206,930

10,962,769 10,962,769

平成19年度 収　入 支　出
繰越金 8,206,930
入会金 685,000
その他の収入 24,074
役員会費 0
会議費 65,455
通信費 42,676
印刷費 42,630
業務委託費 52,500
消耗品費 0
その他 2,205
予備費 1,039,500
次年度繰越金 7,671,038

8,916,004 8,916,004

平成20年度 収　入 支　出
繰越金 7,671,038
入会金 620,000
その他の収入 15,524
役員会費 4,180
会議費 80,240
通信費 41,964
印刷費 41,076
業務委託費 52,500
消耗品費 2,476
その他 18,780
予備費 25,000
次年度繰越金 8,040,346

8,306,562 8,306,562

純美礼同窓会決算報告


